ADVENTURE_Solid ver.2 利用申請書
ADVENTURE Project 殿

ADVENTURE_Solid ver.2の利用を申請いたします。

申請にあたり、ADVENTURE_Solid ver.2 利用条件を順守することを誓約いたします。

	申請日(*)
	

	(フリガナ)(*)
	
	印もしくはサイン(*)

	利用責任者氏名(*)
	
	

	所属(*)
	

	住所(*)
	

	メールアドレス(*)
	

	電話番号(*)
	

	利用目的(*)
	


* 必須記入項目です。
個人情報の取り扱いについて
本申請書に記載された情報は、個人情報保護法に基づき、ADVENTURE_Solid ver.2の利用権管理にのみ使用し、それ以外の用途には用いません。
ADVENTURE_Solid v.2.0利用条件
2012年6月30日制定
第1条 （定義）
本利用条件で使用する語句の定義は以下のとおりとする。
(1) 本プロジェクト
設計用大規模計算力学システム開発プロジェクト（日本学術振興会未来開拓学術推進事業 プロジェクト番号：JSPS-RFTF97P01104。代表者　東京大学教授　吉村忍）及びその後継続している産学連携プロジェクト（通称：ADVENTUREプロジェクト）（プロジェクトリーダー　東京大学教授　吉村忍）をいい、本利用条件内では、当該事業自体及び当該事業の実施主体たる権利能力なき社団をいずれも本プロジェクトという。
(2) 対象ソフトウェア
本プロジェクトにより開発された、並列弾塑性有限要素法解析ソルバーモジュール「ADVENTURE_Solid v.2.0」をいい、ソースコード及びオブジェクトコードを含む。対象ソフトウェアがバージョンアップ及びバグフィックス等を行った場合には、当該バージョンアップ及びバグフィックス等を行った後のソフトウェアを含む。また、付属ドキュメント（ウェブサイト上に公開されているものも含む。）を含む。
(3) 派生ソフトウェア
第3条で定める許諾条件に基づき、利用者（次号で定める）が翻案、改変、追記、削除等を行った対象ソフトウェアをいい、ソースコード及びオブジェクトコードを含む。
(4) 利用者
本契約に基づき対象ソフトウェアを利用する者をいう。
第2条 （契約の成立）
対象ソフトウェアの利用にかかる契約は、対象ソフトウェアの利用を希望する者のうち、本利用条件に同意した者が、所定の書面に記名押印し、本プロジェクトの担当者が受領した時に、成立する。
第3条 （使用許諾）
1. 本プロジェクトは利用者に対し、次条に定める態様での、対象ソフトウェアの日本の国内外での利用を非独占的に許諾する。
2. 前項の許諾の対価は無償とする。
第4条 （使用許諾の内容）
1. 本プロジェクトが利用者に対し許諾する権利は、本項各号の権利とする。
(1) 対象ソフトウェアを複製し、翻案し、改変（コンパイルを含む。）し、又は実行する（あわせて、以下「実行等」という。）権利
(2) 派生ソフトウェアを公衆送信し、譲渡し、又は貸与し、第三者に利用させる権利
2. 利用者が前項第2号の権利を行使する場合、利用者は、本項各号の事項を順守しなければならない。
(1) 派生ソフトウェアの原著作物たる対象ソフトウェアにかかる権利者が本プロジェクトである旨の表示を行うこと
(2) 派生ソフトウェアを利用する者に対し、派生ソフトウェアの利用にあたっては、本契約で規定する遵守事項を遵守しなければならない旨を確知させたうえで、遵守させること
第5条 （利用者の範囲等）
1. 利用者が法人又は権利能力なき社団（あわせて、以下「法人等」という。）である場合、利用者は、当該法人等内において実際に対象ソフトウェアを実行等する者及び利用者からの委託をうけて対象ソフトウェアを実行等する者に対し、本利用条件で規定する遵守事項の内容を確知させたうえで、これを遵守させなければならない。
2. 前項の場合を除き、利用者は、第三者に対し対象ソフトウェアを実行等させてはならない。
第6条 （権利関係）
1. 本プロジェクト及び利用者の間において、対象ソフトウェアに係る全ての権利は本プロジェクトに帰属することを確認する。
2. 本契約の締結により、対象ソフトウェアに係る何らの権利も本プロジェクトから利用者に移転しないことを確認する。
第7条 （無保証等）
1. 本プロジェクトは、対象ソフトウェアについて、提供当時における状態で利用者に対し提供するものであり、以下の各号に掲げる事項について、何ら保証しない。
(1) エラーやバグ、論理的誤り、不具合その他の瑕疵がないこと
(2) 信頼性、正確性、完全性、有効性を有すること
(3) 特定の目的への適合性、有用性、有益性を有すること
(4) 対象ソフトウェアの利用が第三者の権利を侵害しないこと
2. プロジェクトは、利用者に対し対象ソフトウェアの許諾を行った場合でも、以下の義務を負わない。
(1) 対象ソフトウェアの利用により利用者が負った損害の賠償
(2) 対象ソフトウェアの改良版の提供
(3) 対象ソフトウェアにかかるサポート
第8条 （秘密保持義務等）
1. 本契約で認められた再許諾を行う場合又は法人等の内部で利用する場合を除き、利用者は、対象ソフトウェアのソースコード及び付属ドキュメントを第三者に開示、提供、頒布してはならない。
2. 対象ソフトウェアの利用による成果を論文等で発表する際には、以下のクレジット表記を行わなければならない。
『本研究[あるいは本解析]（あるいはその一部）を遂行するにあたり、ADVENTURE_Solid v.2.0を利用した。あるいは、本製品には、ADVENTURE_Solid v.2.0（あるいはその一部）が組み込まれている。
第9条 （禁止事項）
利用者は、以下の各号に掲げる目的で、対象ソフトウェアを利用してはならない。
(1) 人の生命・身体または財産に重大な危険をおよぼすおそれのある設備などを設計・製造・制御するためなどの利用
(2) 兵器の開発その他の軍事目的での利用
第10条 （本契約の終了）
利用者が、本契約にて定める義務に違反した場合、本契約は直ちに終了する。
第11条 （契約終了時の措置）
本契約が終了した場合、その理由の如何を問わず、利用者は以下の各号に掲げる事項を実施しなければならない。
(1) 対象ソフトウェア（オブジェクトコードを含む。）の消去
(2) 派生ソフトウェア（オブジェクトコードを含み、利用者からの頒布先の派生ソフトウェアを含む。）の消去
第12条 （一般条項）
1. 利用者は、本契約に基づく権利及び義務の全部又は一部を第三者に移転してはならない。
2. 利用者は、以下に掲げる事項について、表明し、保証する。
(1) 本契約を締結する権限を有すること
(2) 本契約を締結し、本契約に定められた事項を実施するに当たり、法令に違反しないこと
(3) 対象ソフトウェアを利用するために必要な許認可を受けていること
3. 本契約は、対象ソフトウェアの利用にかかる当事者間の完全なる合意を形成し、本契約締結以前の当事者間の対象ソフトウェアの利用にかかる全ての合意、理解、明示または黙示の表明に代替される。
4. 本契約のある部分がいずれかの裁判所によって、理由の如何を問わず無効又は履行不能であると判断された場合であっても、本契約の残りの箇所は有効に存続し、両当事者は当該判断された場合が有効で効力を有するために必要な合意を行う。
5. 本プロジェクトが、本契約に基づく権利の全部又は一部を行使しない場合であっても、本プロジェクトが当該権利を放棄するものではない。
6. 本プロジェクトは、本契約に基づき、利用者に対する一切の賠償責任を負わない。
7. 本プロジェクトは、本契約をいつでも自己の裁量で変更することができる。
8. 本契約の成立、効力発生、解釈にあたっては日本法を準拠法とし、本契約に関連して本プロジェクトと利用者との間で生じた紛争については東京地方裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とする。
9. 本契約がいかなる言語で提示された場合であっても、日本語のものを正文とする。
